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In a medical English terminology course, we have designed for blended e-learning with
collaborative learning and made it into practice in classrooms. In 2011, we loaded e-learning
materials used on Internet Navigware into Moodle to prepare both individual and interactive
learning environment, and carried out collaborative blended e-learning on the students of the MS
Department of K University.  In this paper, we compared the result of collaborative blended e-
learning conducted in 2011 with those of e-learning blended with instruction by lecturing in 2008.
While there was no significant difference in the results of reading test of Japanese medical terms
and achievement test, the analyses of the questionnaire revealed the students who had took the
course in 2011 maintained their motivation and positive attitudes toward learning compared with
those in 2008. We confirmed that collaborative learning helped enhance student’s motivation.































































































































































































































































































































































平行性 授業後 授業前 授業後 授業前 因子間 繰り返し間 
表２　意識変化の調査結果（MS2008，MS2011）
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2.768   ＊＊ 
2.656   ＊＊ 
－0.007 
4.695   ＊＊＊ 
0.794 
3.664   ＊＊＊ 
4.132   ＊＊＊ 
0.066 
1.832   ＊ 
5.175   ＊＊＊ 
－5.083　＊＊＊ 
6.941   ＊＊＊ 
0.042 
0.493 
4.828   ＊＊＊ 
0.988 
7.233   ＊＊＊ 
－5.804　＊＊＊ 
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質問項目 
１）～14）は，授業開始前と終了後、15）～38）は授業終了後，実施。37） 38）はMS2011のみ実施。 
１）～14）の質問は，開始前と終了後の両調査において共通するが，終了後の質問文言は（　）に 
示すように変更した。 
｠ 
１）英語は得意だ 
２）「医学用語（英語）」の語彙習得に興味・関心がある（興味・関心をもった） 
３）解剖学，生理学などの医学的基礎知識を持っていると思う 
４）コンピュータを用いての「医学用語（英語）」の学習効果に期待している（期待通りであった） 
５）コンピュータを用いた学習を進んでやりたいと思う（進んでやった） 
６）この学習システムを授業時間外の予習・復習に利用すると思う（利用した） 
７）「医学用語（英語）」の習得は医療専門分野の学習にも役立ちそうだ（役立った） 
８）語彙習得にコンピュータを用いる必要があるのか疑問に思う（疑問に思った） 
９）画面を見ながらの暗記は困難だと思う（困難だった） 
10）コンピュータ操作は苦手である 
11）日本語入力が難しそうだ（難しかった） 
12）英語入力が難しそうだ（難しかった） 
13）コンピュータの操作に慣れている方が学習に有利だと思う 
14）この授業に積極的に取り組みたい（取り組んだ） 
 
15）画面を見て入力する方法では覚えられないので紙に書いて覚えた。 
16）各セクションの学習の流れは分かりやすかった。 
17）画面リストに付けられた押しピンアイコンの用語説明は分かりやすかった。 
18）音声の導入は学習の助けとなった。 
19）解剖図などの画像は参考になった。 
20）毎回のテストは学習を徹底させるために役立った。 
21）合格点を設定されクリアを義務付けられたので学習が徹底できた。 
22）繰り返し学習できるので役立った。 
23）応用学習があってよかった。 
24）個別学習なのでマイペースで学習できた。 
25）テスト成績や学習時間の履歴が分かるので学習の励みになった。 
26）他の人の進捗状況が気になり学習に集中できなかった。 
27）このシステムを用いてうまく学習が進んだと感じた。 
28）このシステムを他の科目でも導入して欲しい。 
29）教材の分量やレベルは適切だった。 
30）教科書（学習の手引き書）は適切だった。 
31）授業の進度は適切であった。 
32）教員の説明は分かりやすかった。 
33）講義に比べて、教員の個人指導を受けられたと思う。 
34）中間テスト（１回実施）は役立った。 
35）このシステムで授業をするのなら、必ずしも出席する必要はないと思った。 
36）教員による最初の説明（パワーポイント等による）はあった方がいい。 
 
37）授業に導入された「ペア学習」は、人体機能構造、あるいは医学用語に対する興味関心 
　　（学習意欲）を促進した。 
38）授業に導入された「ペア学習」は、医学用語の学習に役立った。 
【付録】 
